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＜パートナーシップ＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

グループ会社を含む建物管理に係る取引先と連携し、社会・環境問題に配慮した価値あるサービスを提
案・提供していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

環境 SDGsの取組・概念について、勉強会の開催及び社内報で
全社員へ周知し、さらなる意識向上と啓発活動に努めま
す。また、地域の清掃活動・防犯活動に参加するなど、社
会貢献活動に取組みます。

勉強会　2024年1回→2026年2
回以上
社内報・啓発活動・社会貢献活動
2024年1回→2026年2回以上

社会

経済

建物利用者及び居住者が安全で安心して利用・居住でき
るよう、現状の管理業務の技術力向上と、新たな技術・
サービスの開発を進めます。

研修会　2024年2回→2026年3
回以上

社会

経済

環境
CO²排出量削減の取組として、社用車をエコカーへ買替、
公共交通機関やシェアサイクルの利用を推奨します。

燃料使用量202３年比10%削減社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 東福互光株式会社　熊本支店

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

「私達は常に多人数が利用する建築物の衛生的環境の確保と維持保全につとめ、多人数の健康保持に資
すると共に、建築物の経済命数の増大を図り、健康的な社会の建設に協力する。」
我が社は、上記の経営理念に沿い、建物管理を通じて経済開発・社会的包摂、環境保護の３つの要素の調
和を維持し、SDGsの達成に貢献していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

新規


